








を経ていないのに、引き続いての大著である。大体はかつて『評言と構想』に発表 論考に手を入れたものというが、その後得た資料・知見を少し加え注を付して論述し としても、容易でない作業であったにちがいない。この間管理職や公的な各種委員等を歴任しているのである。 ずれこうした書は出版されるであろうと考えてはいたが、よくもここまでと、聞き き・博捜 上に立つ大冊を手にして思うのである。しかも 、先回 書 「跋」にも記すように、容易ならざる病巣をか え 大 術をも経てことであって、その意志・気力にはただただ圧倒される。
　「序」によれば、 「今日忘れ去られている人々の生涯を掘り起こ
し、鷗外との交遊を追って行く」こ ねら と た書で、主題として取り上げた人物は七名である。 「序」にはその人たちの概要が記され、巻頭には諸家及び稀覯の関係書冊や き等 写真が掲げられてお 、本書には新資料の翻字と紹介が随所 見え、家系図・系譜も示され、巻末には「附












であり、小倉時代の人間模様の一齣を描いた「独身」からの推定によっても 鷗外と相通じ、気をゆ して交際したと思われる若い禅僧であった。 が小倉で出会っ この人物を研究対象とた中での山崎氏 幸運は、今村元一
（筆名速男）
氏との文献上と














に接した二ケ月後に「高瀬舟」を草していることを指摘 、この僧の導きで知足の心を学んだと記していることに、私などハッとさせられて、本書 射程の長 を思うのであ が、こうした箇所は全篇に少なくない。
　平出修。 『スバル』は鷗外が顧問であったが、平出はそういう
























































り、この場合も五百は、抜刀して乱入し脅迫する暴徒を、懐剣で追い払った であった。氏 上の挿話と 関連から、 「鷗外はくどいと感じ取り上げなかったのだろ 」と解釈するが そうにちがいな 。桜井忠温が『銃後』
（大正二刊）
の「序」を鷗外に乞




わりのあった人物が追尋され、併せて鷗外の人とその活動、時代とが直接間接に浮き彫りにされていて、一種文化史的書として読むこ もできるかと思うものである。本書の刊行を慶ぶ ともに、 「二人三脚」と著者の記す令室の助力を思い、著者の加餐自愛を願って、至らぬ筆を擱く。 
（二〇〇九年五月 　おうふう 　Ａ５判 　六一二頁 　税込九二四〇円）




当論は多くの本文を引用しながら作品自体が読み直される中で、論文としてだけでなく、先生流の抽斎伝とさえ言えるものが述べられている。そ は以前 『阿部 族』論で展開された、 『阿部茶事談』が内包している完全な過去を求めて繰り返されていった増補の流れへ自らも参加すること
鷗外の創作態度だったのではないかという結論を、 『渋江抽斎』を論じる中で実践されたものではないかとも感じられた。
　後書きで先生は「人の生とは先人たちの








主要作品を時を逐って論じる。或いは著者の個人的な体験を交え、或いは現代の文学理論に批判的に言及し、さらに要所要所では哲学をも引く縦横な行論は その親しみやすさの中 も「 〈文学〉とは〈人間学〉だ」という信念、 「作家と作品を串刺しに」して「作品の声に聞く」という研究姿勢の確かさを感じさせる。殊に、 『道草』 「神」「身体」 「自伝性」の三点から論じた第十五章、および『明暗』を同時期の漢詩と二重写しにして「倫理的そして存在 的に」語った第十六章は、本書中 圧巻であろう。 「これが漱石だ」 思わ とと に、漱石には まだ奥がある 新たな問いの可能性をも、読者に投げかける一冊となっている。（二〇一〇年一月 　櫻の森通信社 　Ａ５判 　四三四頁 　税込二六二五円）
 〔小堀洋平〕
